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調査概要 
 
1. 調査目的 

この調査は、消費者の即席めんに対する消費者心理を明らかにし、今後の広報活動および即席めん

の“好意醸成”・“不安払しょく”に向けた施策実施のための基礎資料とすることを目的に実施した。 

 

2. 調査対象 

全国の 15歳～74 歳の男女 3,107 名 

※ 本調査では、総務省統計局「平成 27 年国勢調査」の性別・年代・現住所の分布に準じたウェイ

トバックを適用した 

3. 調査対象の抽出方法 

NTT コム オンライン・マーケティング・ソリューション株式会社の調査モニターパネルより抽出 

※ 本調査対象者は、株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所により、デモグラフィック、サ

イコグラフィックデータなど、約 80 項目におよぶ設問に回答しており、データベース化（人間

情報データベース）されている。 

4. 調査方法 

インターネット調査 

5. 調査期間 

2018 年 11 月 29 日（木）～12月 3日（月） 

6. 調査項目 

・即席めんから連想する単語 

・不安に感じる食品 

・即席めんに対する価値観 

・即席めんの好意度 

・即席めんの施策に対する興味度       など 

 

7. 調査実施機関 

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所 
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8. ウェイトバック概要 

ウェイトバック前構成比 

 
北海道・東北 関東・甲信越 中部・北陸 近畿 中国・四国 九州 合計

15～19歳 0.32 1.00 0.32 0.48 0.29 0.26 2.67

20代 0.64 2.16 0.68 0.80 0.42 0.71 5.41

30代 0.64 3.09 0.93 1.06 0.68 0.93 7.34
40代 0.90 3.73 1.71 1.83 0.93 0.97 10.07

50代 1.00 3.38 1.26 1.19 0.80 0.90 8.53

60代 1.13 3.60 1.77 1.74 1.32 1.06 10.62
70～74歳 0.48 1.35 0.55 0.58 0.48 0.45 3.89

15～19歳 0.29 0.97 0.45 0.45 0.16 0.23 2.54

20代 0.58 2.48 0.68 1.13 0.55 0.61 6.02

30代 0.84 3.22 1.26 1.67 0.80 0.87 8.66
40代 1.03 3.86 1.48 1.58 0.84 1.03 9.82

50代 1.13 3.25 1.45 1.35 0.93 1.19 9.30

60代 1.64 3.64 1.26 1.74 1.00 1.16 10.43
70～74歳 0.64 1.74 0.71 0.87 0.39 0.35 4.70

合計 11.26 37.46 14.48 16.48 9.59 10.72 100.00

男

性

女

性

 

 

 

 

ウェイトバック後構成比 

※「平成 27 年国勢調査」の構成比に準ずる 
（%）

北海道・東北 関東・甲信越 中部・北陸 近畿 中国・四国 九州 合計

15～19歳 0.36 1.22 0.48 0.56 0.29 0.39 3.30

20代 0.68 2.76 0.97 1.09 0.53 0.70 6.73

30代 0.88 3.47 1.21 1.29 0.68 0.89 8.43
40代 1.00 4.10 1.44 1.61 0.79 0.96 9.90

50代 0.98 3.19 1.16 1.27 0.70 0.93 8.22

60代 1.17 3.42 1.32 1.49 0.90 1.11 9.41
70～74歳 0.42 1.44 0.56 0.66 0.35 0.39 3.83

15～19歳 0.34 1.15 0.45 0.54 0.27 0.37 3.12

20代 0.66 2.60 0.90 1.10 0.52 0.72 6.49
30代 0.87 3.29 1.14 1.34 0.68 0.93 8.24

40代 1.01 3.88 1.37 1.67 0.80 1.02 9.75

50代 1.02 3.05 1.15 1.34 0.73 0.99 8.27
60代 1.25 3.53 1.38 1.63 0.95 1.18 9.92

70～74歳 0.51 1.61 0.62 0.76 0.41 0.47 4.39

合計 11.15 38.71 14.15 16.35 8.59 11.05 100.00

男

性

女

性
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9. 標本構成 

有効回収 3,107 名の標本構成は以下の通りである（上段：サンプル数、下段：構成比 ％）。 

I1．性別 

全体 男性 女性
3,107 1,548 1,559

100.0 49.8 50.2  
 

I2．年齢 （平均 46.6 歳） 

   

全体 15～19歳 20代 30代 40代 50代 60代 70～74歳
3,107 199 411 518 610 513 601 255

100.0 6.4 13.2 16.7 19.6 16.5 19.3 8.2  
 

I3．地域 

     

全体
北海道・東

北
関東・甲信越 中部・北陸 近畿 中国・四国 九州

3,107 347 1,203 440 508 267 343
100.0 11.2 38.7 14.1 16.3 8.6 11.0  

 

I4．未既婚  

   

全体
未婚（離婚・

死別含む）
既婚

3,107 1,364 1,743
100.0 43.9 56.1  

 

I5．同居している子供の学齢 （複数回答） 

全体 乳幼児 幼稚園児 小学生 中学生 高校生
大学生など

学生
社会人 その他

子どもとは同
居していない

/いない
3,107 160 138 249 148 172 155 449 5 1,991
100.0 5.1 4.4 8.0 4.8 5.5 5.0 14.4 0.2 64.1  

 

I6．同居している家族の人数 （平均 2.7 人） 

全体
1人

（単身）
2人 3人 4人 5人 6人以上

3,107 480 958 850 574 175 70
100.0 15.4 30.8 27.3 18.5 5.6 2.3  

 

I7．親との同居 

     

全体
親と同居し
ている

親と同居して
いない

3,107 967 2,140

100.0 31.1 68.9  
 

I8．職業 

全体 中学生 高校生
予備校生・
各種学校生

大学生・大
学院生

会社員 会社役員 公務員
中小企業経

営・自営
パート・アル

バイト
専業主婦 無職 その他

3,107 1 92 15 115 1,000 44 109 209 408 614 454 46
100.0 0.0 2.9 0.5 3.7 32.2 1.4 3.5 6.7 13.1 19.8 14.6 1.5  
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I9．日頃の情報の入手先（複数回答） 

 

テレビ ラジオ 新聞 雑誌
インター
ネット

SNS 家族
友人・知人
での口コミ

学校・職場
での口コミ

その他

3,107 2,619 658 1,361 545 2,500 715 1,153 918 416 10

100.0 84.3 21.2 43.8 17.5 80.5 23.0 37.1 29.5 13.4 0.3

1,548 1,278 410 721 277 1,272 354 459 336 224 6

100.0 82.6 26.5 46.6 17.9 82.2 22.9 29.7 21.7 14.5 0.4

1,559 1,341 248 639 268 1,229 361 694 582 192 4

100.0 86.0 15.9 41.0 17.2 78.8 23.2 44.5 37.3 12.3 0.2

199 137 21 30 13 149 136 84 79 43 0

100.0 68.9 10.7 15.0 6.4 74.9 68.1 41.9 39.9 21.7 0.0

411 311 47 87 53 331 191 145 119 64 1

100.0 75.8 11.5 21.3 12.8 80.7 46.5 35.4 29.0 15.7 0.2

518 423 106 159 111 432 145 200 150 81 3

100.0 81.7 20.5 30.8 21.5 83.4 28.0 38.6 28.9 15.7 0.6

610 512 154 260 138 510 113 209 167 102 3

100.0 83.9 25.2 42.5 22.6 83.5 18.5 34.2 27.3 16.7 0.5

513 457 109 267 94 417 73 191 149 77 0

100.0 89.1 21.2 52.1 18.2 81.3 14.3 37.2 29.0 15.0 0.0

601 546 150 372 91 462 43 224 176 40 1

100.0 90.8 25.0 61.9 15.2 76.9 7.1 37.4 29.3 6.7 0.2

255 233 70 186 46 199 15 100 79 8 2

100.0 91.1 27.5 72.7 17.9 78.0 5.8 39.2 30.8 3.3 0.8

102 69 13 16 4 79 61 38 38 23 0

100.0 67.4 13.1 15.3 4.3 77.4 59.6 37.1 36.8 22.3 0.0

209 161 31 62 26 166 78 52 46 31 1

100.0 77.1 15.0 29.7 12.6 79.3 37.2 24.8 21.8 14.7 0.5

262 201 69 96 66 224 77 86 60 49 2

100.0 76.6 26.3 36.7 25.2 85.7 29.5 32.9 22.9 18.6 0.8

308 258 105 138 77 264 65 87 62 53 2

100.0 83.9 34.3 45.0 25.0 85.7 21.1 28.3 20.0 17.3 0.6

255 221 74 136 41 207 43 69 55 38 0

100.0 86.6 29.0 53.1 16.2 81.0 16.7 26.9 21.5 15.0 0.0

292 262 83 192 40 236 23 91 52 24 0

100.0 89.7 28.3 65.5 13.8 80.9 7.8 31.3 17.8 8.2 0.0

119 106 34 82 22 95 8 36 25 7 1

100.0 88.8 28.7 68.9 18.4 80.3 6.7 30.6 20.9 5.6 0.9

97 68 8 14 8 70 75 46 42 20 0

100.0 70.5 8.2 14.7 8.6 72.3 77.1 47.0 43.1 21.1 0.0

202 150 16 25 26 166 113 94 73 34 0

100.0 74.4 7.9 12.5 13.0 82.1 56.1 46.5 36.4 16.8 0.0

256 223 37 63 45 208 68 114 90 32 1

100.0 86.9 14.5 24.7 17.7 81.1 26.4 44.4 35.1 12.6 0.3

303 254 48 121 61 246 48 122 105 49 1

100.0 83.9 16.0 40.0 20.1 81.3 15.9 40.2 34.7 16.1 0.3

257 235 35 131 52 210 31 122 94 38 0

100.0 91.5 13.6 51.1 20.3 81.5 12.0 47.5 36.4 14.9 0.0

308 283 68 180 51 226 20 133 124 16 1

100.0 92.0 22.0 58.4 16.5 73.2 6.4 43.2 40.2 5.4 0.3

136 127 36 104 24 104 7 64 54 2 1

100.0 93.0 26.5 76.0 17.4 76.1 5.0 46.7 39.3 1.4 0.6

男性

女性

15～19歳

20代

30代

40代

50代

女
性

男
性

60代

70～74歳

15～19歳

70～74歳

全体

性
別

年
齢

50代

60代

70～74歳

15～19歳

20代

30代

20代

30代

40代

50代

60代

40代
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I10．世帯年収 （平均 565.3 万円） 

全体
100万円

未満
100～200
万円未満

200～300
万円未満

300～400
万円未満

400～500
万円未満

500～600
万円未満

600～700
万円未満

700～800
万円未満

800～900
万円未満

900～1,000
万円未満

1,000～1,500
万円未満

1,500万円
以上

3,107 81 182 323 428 413 398 298 239 239 148 271 87
100.0 2.6 5.8 10.4 13.8 13.3 12.8 9.6 7.7 7.7 4.8 8.7 2.8  

 

I11．個人年収 （平均 270.5 万円） 

全体
100万円

未満
100～200
万円未満

200～300
万円未満

300～400
万円未満

400～500
万円未満

500～600
万円未満

600～700
万円未満

700～800
万円未満

800～900
万円未満

900～1,000
万円未満

1,000～1,500
万円未満

1,500万円
以上

3,107 1,026 470 397 344 264 192 115 92 72 50 64 20
100.0 33.0 15.1 12.8 11.1 8.5 6.2 3.7 3.0 2.3 1.6 2.1 0.6  

 

I12．1 ヵ月間に自由に使える金額 （平均 34,487 円） 

全体
3千円未

満
3～5千円

未満
5千～1万
円未満

1～2万円
未満

2～3万円
未満

3～5万円
未満

5～10万円 10万円以上

3,107 210 81 225 779 400 639 533 239
100.0 6.8 2.6 7.3 25.1 12.9 20.6 17.1 7.7  

 

I13．最終学歴 

全体 中学校 高等学校
短大・

専門学校
大学・
大学院

その他

3,107 102 924 648 1,423 9
100.0 3.3 29.7 20.9 45.8 0.3  

 

I14．1 ヶ月の生活費※ （平均 244,286.6 円） 

全体 10万円未満
15～20万円

未満
20～25万円

未満
25～30万円

未満
30～35万円

未満
35～40万円

未満
40～45万円

未満
45～50万円

未満
50万円以上

3,107 712 447 1,181 268 283 88 58 5 64
100.0 22.9 14.4 38.0 8.6 9.1 2.8 1.9 0.2 2.1

 

※株式会社エヌ・ティ・ティ・データ経営研究所「人間情報データベース」より算出 
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調査結果の内容
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I. 即席めんの消費者像の把握 
 

1. 即席めんから連想する単語 
 
消費者が「カップめん」や「袋めん」から連想する単語を、それぞれ 3 単語ずつ回答した結果を示す。

ランキングの作成にあたっては商品名・ブランド名は除き、類義語・同義語は名寄せしたうえで、ポジテ

ィブ、ネガティブ、その他に分類して色付けした。（図表 1） 

 

図表 1 単語ランキング 

＜カップめん＞ ＜袋めん＞

順位 結果 件数
ポジティブ/
ネガティブ

順位 結果 件数
ポジティブ/
ネガティブ

1位 簡単/手軽 1,058 ポジティブ 1位 簡単/手軽 749 ポジティブ

2位 美味しい/旨い 534 ポジティブ 2位 味の種類が豊富　※味そのものも含む 481 ポジティブ
3位 3分/5分 502 その他 3位 美味しい/旨い 506 ポジティブ
4位 早い/すぐにできる 338 ポジティブ 4位 安い/手頃な値段 403 ポジティブ
5位 お湯/お湯を入れるだけ 291 ポジティブ 5位 鍋 186 その他
6位 安い/手頃な値段 235 ポジティブ 6位 早い/すぐにできる 167 ポジティブ
7位 味の種類が豊富　※味そのものも含む 214 ポジティブ 7位 ヌードル/麺/生めん 148 その他
8位 即席めん/インスタントラーメン 129 その他 8位 面倒 128 ネガティブ
9位 便利 119 ポジティブ 9位 即席めん/インスタントラーメン 115 その他
10位 ラーメン/カップラーメン 122 その他 10位 非常食/ストック/防災 91 ポジティブ
11位 非常食/ストック/防災 97 ポジティブ 11位 3分/5分 86 その他
12位 焼きそば/カップ焼きそば 91 その他 12位 ラーメン/袋めん 98 その他
13位 健康に悪い/体に悪い 87 ネガティブ 13位 便利 82 ポジティブ
14位 うどん/そば 83 その他 14位 トッピング/アレンジができる 81 ポジティブ
15位 ヌードル/麺/生めん 59 その他 15位 うどん/そば 76 その他
16位 容器/カップ/ふた 55 その他 16位 お湯/お湯を入れるだけ 70 ポジティブ
17位 タイミング（夜食・昼食・間食など） 52 その他 17位 5袋入り 69 その他
18位 カロリー/太る 49 ネガティブ 18位 健康に悪い/体に悪い 52 ネガティブ
19位 塩分 42 ネガティブ 19位 調理/調理する 76 その他
20位 値段が高い 32 ネガティブ 20位 どんぶり/器が必要 49 ネガティブ
21位 美味しくない/まずい 30 ネガティブ 21位 タイミング（夜食・昼食・間食など） 48 その他
22位 大盛り 28 その他 22位 焼きそば/カップ焼きそば 44 その他
23位 熱い/温かい 28 その他 23位 懐かしい/昔ながらの 38 ポジティブ
24位 ゴミが出る 27 ネガティブ 24位 具がいれられる 32 ポジティブ
25位 かやく/薬味/具 23 その他 25位 野菜たっぷり/野菜 30 ポジティブ
26位 スープ 21 その他 26位 塩分 26 ネガティブ
27位 たまに食べたくなる/中毒性 21 ポジティブ 27位 カロリー/太る 26 ネガティブ
28位 添加物/化学調味料 20 ネガティブ 28位 本格的 23 ポジティブ
29位 ジャンクフード 19 ネガティブ 29位 ノンフライ 23 その他
30位 どこでも/いつでも 17 ポジティブ 30位 美味しくない/まずい 20 ネガティブ  

カップめんでは、「簡単/手軽」「早い/すぐにできる」「お湯/お湯をいれるだけ」「安い/手頃な値段」な

どが上位にきており、“利便性に関連する”ポジティブ単語があがっている。一方、ネガティブ単語とし

ては、「健康に悪い/体に悪い」「カロリー/太る」「塩分」「値段が高い」などがあがっている。上位以外の

その他ワード(395 件)の中には、「後始末が楽」「器がいらない」などの“手間がかからない”という点や、

「世界に誇る」「日本文化」など“日本ブランド”として強く評価している単語などがあった。 

袋めんでは、「簡単/手軽」「味の種類が豊富」「美味しい/旨い」「安い/手頃な値段」「早い/すぐにでき

る」など、“味の種類の豊富さ”や“値段の安さ”に関する単語が上位にあがった。一方、ネガティブ単

語については、「面倒」「健康に悪い/体に悪い」「どんぶり/器が必要」など、“利便性に関連する”単語が

あがった。上記以外のその他ワード（630 件）の中には、「子供」「家で作る」「家庭的」などの“家族”

を想起させる単語や、「日本の発明品」といった単語が見られた。 
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2. 不安に感じる食品ランキング 
 
 消費者に対して、添加物、糖質、脂質、塩分について、種々の食品において不安を感じているかを質問

し、不安を感じている食品ランキングとしてまとめた。 

 

1） 添加物 

図表 2 添加物について不安を感じる食品ランキング 

n=

市
販

の
弁
当

加
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3,107 45.9 44.0 38.5 37.7 37.3 35.7 34.3 33.6 30.6 29.7 27.8 24.2 23.6 16.0 6.7 5.3 4.3 1.2 1.1 0.9 0.2 18.3

男性 1,548 41.0 32.9 31.0 30.8 32.2 30.0 27.3 28.9 23.8 25.1 23.5 21.1 18.8 17.6 7.1 4.4 3.2 1.5 1.2 1.1 0.1 23.3

女性 1,559 50.7 55.0 46.0 44.6 42.5 41.3 41.2 38.3 37.4 34.3 32.0 27.3 28.3 14.4 6.4 6.2 5.4 0.8 1.1 0.7 0.3 13.4

15～19歳 102 30.9 20.9 22.3 29.6 22.2 27.1 14.5 21.0 25.8 19.9 15.2 18.4 11.2 15.0 11.3 3.6 1.2 5.2 1.2 1.2 0.0 23.0

20代 209 36.2 19.1 20.5 24.0 29.0 25.3 20.7 25.3 19.4 17.3 18.1 14.2 21.8 15.2 3.7 4.0 1.3 0.0 0.5 0.0 0.0 28.9

30代 262 47.1 26.7 27.9 32.5 33.5 27.7 30.6 30.0 26.3 23.3 21.7 23.8 24.6 18.9 10.5 6.6 3.0 0.8 0.4 0.4 0.0 23.6

40代 308 45.8 38.9 35.9 37.0 39.9 35.2 28.2 36.6 30.4 27.3 26.3 28.0 23.9 19.9 7.4 3.9 4.1 1.4 2.0 1.9 0.0 18.8

50代 255 39.6 34.5 32.0 29.9 32.0 27.1 31.3 28.5 23.9 26.1 22.6 20.0 18.8 17.1 6.8 5.2 3.7 1.9 1.8 1.1 0.0 24.1

60代 292 39.2 41.0 38.4 30.3 29.0 32.8 29.8 26.3 20.1 29.0 27.2 20.8 13.2 15.8 5.6 2.6 4.0 2.2 0.9 1.5 0.3 22.9

70～74歳 119 39.7 42.9 31.1 27.0 31.4 31.7 26.1 26.7 16.5 29.5 30.2 15.1 8.4 20.3 5.9 4.3 3.6 0.9 0.9 0.9 0.0 23.6

15～19歳 97 43.4 30.8 42.0 38.6 46.1 35.8 33.5 40.8 30.4 39.8 31.2 31.0 26.6 12.5 7.8 10.7 4.9 1.2 2.4 0.0 0.0 19.7

20代 202 55.5 37.8 36.6 39.6 44.9 38.7 41.1 38.7 38.3 30.7 31.6 29.5 31.0 13.2 8.8 8.0 5.3 1.8 1.7 1.7 0.0 21.7

30代 256 49.6 47.1 49.5 45.0 43.9 41.9 38.3 37.6 37.4 32.1 30.6 30.9 27.4 16.1 6.3 7.2 4.9 1.5 1.5 0.7 0.3 13.7

40代 303 51.1 58.6 45.9 45.6 42.9 46.6 46.9 40.0 41.7 33.7 30.4 31.5 34.4 13.3 6.2 6.3 7.3 0.3 0.3 0.6 0.7 10.9

50代 257 51.2 59.2 46.5 43.3 40.4 40.3 38.2 36.5 40.0 30.4 29.8 21.8 27.3 11.2 4.7 3.8 4.9 0.7 1.0 0.7 0.0 12.1

60代 308 50.8 68.1 49.6 46.9 41.5 41.5 42.6 37.8 32.9 36.3 33.2 23.5 24.3 15.3 5.4 4.1 5.2 0.3 0.9 0.3 0.4 9.9

70～74歳 136 48.9 66.8 47.1 50.7 38.8 37.6 42.6 37.5 36.7 43.3 40.8 24.9 24.7 21.5 7.6 7.3 3.8 0.7 1.3 0.7 0.6 12.3

子供有り

（小学生以下）
420 48.0 40.5 42.1 42.6 39.7 42.3 37.0 36.1 33.6 31.6 30.9 29.3 28.3 14.3 7.0 5.5 2.9 1.2 0.7 0.2 0.0 13.1

子供有り
（中学生以上）

782 42.8 45.8 38.8 36.1 37.0 37.6 32.7 33.0 26.5 31.3 29.1 25.4 22.3 16.8 7.7 5.7 3.9 1.6 1.3 1.5 0.1 15.6

子供無し 1,991 46.4 44.2 37.8 37.6 37.1 34.0 34.3 33.4 31.5 28.7 26.6 22.9 23.2 16.0 6.4 5.1 4.8 0.9 1.1 0.7 0.2 20.4

北海道・東北 347 45.2 44.1 37.5 41.5 33.2 35.9 34.3 30.7 30.8 27.1 23.9 22.6 20.0 18.2 6.9 5.6 3.3 1.3 1.2 0.6 0.2 19.2

関東・甲信越 1,203 46.9 44.9 38.4 37.2 38.9 35.0 35.4 34.8 31.4 28.9 27.6 24.9 24.9 16.7 7.4 5.7 4.9 1.2 1.3 0.8 0.2 18.5

中部・北陸 440 45.6 45.6 40.1 35.5 35.7 35.1 34.6 33.6 28.7 30.2 29.2 27.4 25.2 15.1 7.7 5.5 5.2 1.8 1.5 0.9 0.3 18.4

近畿 508 48.3 45.4 41.2 40.1 39.1 38.1 35.1 34.8 32.4 29.8 28.5 23.7 24.5 15.7 5.9 5.0 5.1 0.7 0.6 0.7 0.4 14.0

中国・四国 267 42.0 38.7 34.2 39.6 35.7 38.7 33.3 29.7 30.5 32.5 28.5 22.5 19.9 14.6 5.9 5.1 1.6 0.9 0.6 1.6 0.0 20.4

九州 343 42.6 40.9 37.5 33.7 36.9 32.5 29.7 33.6 27.6 31.9 28.8 21.7 22.2 14.1 4.8 3.6 2.9 1.2 1.2 0.9 0.0 21.2

首都圏 1,008 47.6 44.2 37.6 37.0 39.7 34.4 36.5 35.6 31.3 28.7 27.4 24.2 25.3 17.4 7.2 5.7 4.8 1.2 1.4 0.9 0.2 17.7

阪神圏 428 48.0 45.8 42.3 40.3 39.2 37.4 34.6 35.8 32.9 30.3 28.7 22.7 23.9 14.9 5.6 5.1 5.3 0.9 0.7 0.8 0.4 13.4

同

居
家
族

全体

性
別

男
性

女
性

エ

リ
ア

45.9 44.0 
38.5 37.7 37.3 35.7 34.3 33.6 

30.6 29.7 27.8 
24.2 23.6 

16.0 

6.7 5.3 4.3 
1.2 1.1 0.9 0.2 

18.3 
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※赤字：全体の割合より 5ポイント以上高い 青字：全体の割合より 5ポイント以上低い 
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「カップめん」、「袋めん」ともに 3割以上の人が添加物について不安を感じている。（図表 2） 

性別にみると、男性よりも女性の方が添加物をかなり気にかけていることが分かる。「カップめん」、「袋

めん」ともに、女性の方が 10ポイント程度高い。 

性・年代別にみると、年代による差はあまり見られないが、「カップめん」、「袋めん」については、女

性では若い人ほど添加物に不安を感じている傾向がある。 

同居家族別にみると「カップめん」、「袋めん」ともに「子供有り（小学生以下）」は、「子供有（中学生

以上）」「子供無し」に比べて高いことから、小さい子供がいる家庭は添加物に不安を感じる傾向が高いこ

とが分かる。 

エリア別に見ると、「カップめん」、「袋めん」ともに近畿で添加物の不安を感じる傾向が高くなる。ま

た、首都圏・阪神圏別では、大きな差異は見られない。 
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2） 糖質 

図表 3 糖質について不安を感じる食品ランキング 
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3,107 51.4 38.8 38.0 37.2 35.7 31.3 26.1 25.2 24.4 19.7 16.1 14.8 8.7 8.1 7.5 6.9 4.5 2.6 1.0 0.3 0.1 21.5

男性 1,548 41.8 32.8 31.4 34.3 32.5 28.0 22.3 20.8 20.2 14.6 13.7 13.0 7.2 7.4 7.0 6.8 4.2 1.7 1.3 0.4 0.1 26.3

女性 1,559 60.8 44.7 44.6 40.0 38.8 34.6 29.9 29.5 28.6 24.7 18.6 16.5 10.1 8.8 8.0 6.9 4.7 3.5 0.6 0.3 0.2 16.7

15～19歳 102 28.3 23.8 23.4 31.2 21.9 23.7 18.3 17.6 15.7 11.5 10.5 9.7 1.1 7.8 2.7 9.8 6.2 1.1 1.5 0.0 1.2 32.1

20代 209 33.2 25.0 24.7 29.5 25.1 26.4 16.8 16.7 15.6 10.0 6.0 10.3 5.5 6.6 6.7 3.1 2.9 1.3 1.9 0.7 0.0 29.9

30代 262 35.8 29.3 27.0 30.2 31.1 34.9 19.7 18.8 19.3 14.2 12.0 15.7 5.5 7.7 8.0 7.2 3.0 1.3 0.8 0.4 0.0 30.7

40代 308 45.5 35.4 33.8 37.2 34.8 32.0 26.1 29.1 28.6 17.4 17.3 11.4 9.8 7.5 7.0 8.0 5.9 2.0 1.7 0.4 0.0 23.4

50代 255 41.7 35.3 36.9 34.4 36.4 23.2 22.5 21.6 20.5 13.6 14.0 16.6 6.4 10.2 9.9 9.1 2.6 1.9 1.5 0.4 0.0 27.3

60代 292 52.7 38.6 33.7 36.8 34.4 24.8 22.6 18.1 17.8 14.1 15.9 14.6 8.4 6.3 6.8 5.9 5.5 2.0 1.0 0.4 0.0 21.7

70～74歳 119 45.7 35.9 35.7 40.8 39.5 26.9 29.8 18.6 18.6 22.8 17.7 6.9 11.7 3.7 4.0 4.3 3.5 1.8 0.9 0.0 0.0 22.7

15～19歳 97 55.9 51.6 36.8 32.1 32.0 34.6 22.6 35.9 31.2 25.0 22.7 16.7 8.1 18.2 11.8 11.6 10.9 1.2 0.0 0.0 0.0 22.6

20代 202 48.4 38.0 33.2 33.1 31.6 26.7 21.1 24.4 23.4 18.0 16.9 15.5 13.3 10.3 11.6 7.6 3.1 2.1 1.0 1.1 0.0 26.8

30代 256 54.7 43.7 43.6 38.9 36.5 36.3 28.8 25.5 24.2 21.8 15.7 18.9 9.8 9.2 8.2 7.8 5.4 5.9 1.1 0.7 0.4 20.9

40代 303 61.9 44.2 46.0 40.8 36.2 34.8 32.2 29.3 28.3 24.9 17.8 14.8 9.3 9.5 7.9 8.2 5.6 4.3 0.7 0.0 0.0 14.4

50代 257 63.0 44.4 51.4 46.3 47.4 39.2 32.6 33.1 33.1 29.8 18.1 18.7 11.3 6.5 8.6 4.6 5.0 1.9 0.0 0.0 0.4 12.8

60代 308 69.5 45.7 48.0 42.2 41.2 34.6 33.0 30.4 30.2 27.2 21.8 15.2 10.4 6.2 5.3 5.4 3.6 4.2 0.6 0.3 0.3 11.6

70～74歳 136 68.1 50.4 45.5 39.7 43.0 34.5 32.5 31.3 31.2 24.1 19.4 16.6 6.8 7.9 4.2 5.8 1.4 2.0 0.7 0.0 0.0 13.9

子供有り

（小学生以下）
420 46.8 38.5 35.8 36.5 32.9 30.3 26.0 22.7 22.2 17.7 16.1 14.4 9.1 8.0 7.0 7.0 5.3 3.3 1.2 0.5 0.2 20.7

子供有り
（中学生以上）

782 52.6 38.5 38.1 38.8 37.3 31.0 26.4 25.1 24.1 19.9 17.3 15.2 9.2 8.9 6.8 8.0 4.9 2.4 1.1 0.4 0.2 18.2

子供無し 1,991 52.0 39.0 38.6 36.9 35.6 31.9 26.3 25.8 25.2 20.1 16.1 14.7 8.5 7.8 7.9 6.4 4.3 2.6 0.9 0.3 0.1 23.0

北海道・東北 347 51.0 40.0 40.4 37.6 38.7 30.2 26.2 23.4 22.8 19.6 15.0 18.8 8.5 8.7 6.2 7.2 3.5 4.0 0.9 0.6 0.0 21.2

関東・甲信越 1,203 51.8 37.2 38.4 39.9 38.6 33.7 27.0 26.2 25.5 21.7 16.7 14.7 9.2 7.3 7.4 6.6 5.1 2.6 1.2 0.2 0.3 21.4

中部・北陸 440 52.0 38.0 36.0 33.6 32.0 28.6 26.2 25.1 25.0 20.2 17.2 13.1 7.4 9.9 10.1 7.3 4.5 2.2 1.1 0.3 0.0 22.3

近畿 508 49.5 39.4 37.3 37.9 35.8 33.2 25.9 24.9 24.0 17.9 16.1 14.2 9.1 7.7 7.8 6.8 4.4 2.3 0.7 0.6 0.0 20.9

中国・四国 267 52.8 45.1 39.9 33.4 28.7 25.9 22.7 24.5 22.9 17.1 13.6 14.5 6.9 7.5 5.5 5.6 2.8 2.0 0.0 0.0 0.0 19.6

九州 343 50.9 38.3 36.4 33.9 32.3 28.9 25.7 24.4 23.4 16.9 16.1 14.4 9.7 9.0 7.0 8.1 4.7 2.4 1.2 0.6 0.0 23.8

首都圏 1,008 51.4 36.2 38.3 41.1 39.6 34.3 27.9 25.9 25.4 21.4 16.5 14.6 9.3 7.3 7.4 6.6 5.1 2.2 1.3 0.1 0.3 20.6

阪神圏 428 51.4 40.8 38.3 39.9 36.1 33.8 26.4 25.8 24.8 18.4 16.2 14.0 9.5 7.5 7.6 6.9 4.8 2.6 0.9 0.7 0.0 19.6
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51.4 
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31.3 

26.1 25.2 24.4 
19.7 

16.1 14.8 

8.7 8.1 7.5 6.9 
4.5 2.6 1.0 0.3 0.1 

21.5 
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20%

40%
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※赤字：全体の割合より 5ポイント以上高い 青字：全体の割合より 5ポイント以上低い 

「カップめん」、「袋めん」は 2割以上の人が糖質について不安を感じている。（図表 3） 

性別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに男性よりも女性の方が 9 ポイント弱高い。女性の方が

糖質について不安を感じる傾向がある。 

性・年代別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに、男性は 40 代から 50 代、女性は 10 代および
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50 代以上が糖質に不安を感じる割合が高い。 

同居家族別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに「子供有り（小学生以下）」は、「子供有（中学

生以上）」「子供無し」に比べて低い。 

エリア別に見ると、「カップめん」、「袋めん」ともに北海道・東北が低く、関東・甲信越では高い。ま

た、首都圏・阪神圏別では、大きな差異は見られない。 
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3） 脂質 

 
図表 4 脂質について不安を感じる食品ランキング 
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3,107 41.7 38.7 34.2 31.2 28.5 23.8 23.6 23.2 20.9 19.0 16.9 12.1 11.4 8.1 7.2 5.9 5.4 3.4 1.2 0.5 0.1 21.1

男性 1,548 36.3 29.6 25.9 27.2 25.2 17.5 18.3 17.4 17.0 15.4 18.0 11.8 10.4 8.0 6.5 6.0 6.0 2.7 1.2 0.5 0.1 24.9

女性 1,559 47.1 47.7 42.5 35.1 31.7 30.0 28.8 29.0 24.9 22.5 15.8 12.4 12.5 8.2 7.9 5.9 4.9 4.0 1.1 0.6 0.0 17.3

15～19歳 102 28.7 21.2 14.5 20.1 12.9 13.3 11.4 13.9 15.4 14.4 13.6 5.7 5.0 11.2 6.7 5.2 8.5 2.1 2.3 1.1 0.0 33.2

20代 209 29.2 25.0 14.7 21.0 14.6 14.1 14.0 8.6 13.4 12.7 15.3 8.7 9.4 8.5 7.4 5.7 8.2 3.7 0.7 0.7 0.0 30.6

30代 262 33.7 28.2 25.5 26.5 18.4 18.6 20.5 12.2 16.9 14.7 16.7 9.4 8.9 7.4 8.0 6.8 7.3 2.1 1.9 0.4 0.0 27.0

40代 308 40.9 33.7 32.9 29.7 27.6 21.6 22.5 23.5 23.6 21.7 16.8 11.5 14.0 8.2 8.7 8.7 4.7 3.9 1.0 0.7 0.4 19.5

50代 255 33.7 29.6 29.5 30.8 26.3 21.4 22.2 19.6 19.3 16.9 17.5 13.6 13.4 8.6 3.3 6.5 5.3 1.5 1.1 0.8 0.0 28.7

60代 292 40.8 32.7 29.5 25.3 33.6 13.1 15.1 19.3 12.1 11.7 20.6 14.5 8.8 7.6 5.8 3.3 5.8 2.5 1.0 0.0 0.4 21.1

70～74歳 119 43.6 29.3 21.2 36.5 40.2 16.3 15.1 22.8 14.6 12.3 27.8 17.7 8.2 5.0 4.0 3.7 2.4 3.2 0.7 0.0 0.0 18.2

15～19歳 97 46.0 53.0 48.4 23.0 23.8 34.0 21.0 24.5 33.8 30.1 16.6 10.7 12.7 11.6 10.3 11.8 12.4 8.8 0.0 1.2 0.0 21.9

20代 202 38.9 36.3 34.4 26.3 23.3 27.5 24.5 19.1 25.1 22.4 16.8 8.7 9.3 7.6 5.9 6.7 5.4 5.3 1.0 1.1 0.0 28.8

30代 256 43.6 49.4 42.7 31.8 27.8 35.4 28.9 26.5 24.9 21.9 12.0 11.8 14.2 7.1 9.1 7.0 4.9 2.7 2.0 1.1 0.0 22.1

40代 303 46.3 51.8 43.5 35.5 31.5 34.5 30.2 29.3 26.7 23.5 13.2 15.1 16.1 10.1 10.2 4.6 5.9 3.9 1.3 0.3 0.0 14.4

50代 257 46.5 49.0 46.8 45.1 30.3 30.6 35.5 31.2 23.9 21.8 15.5 12.9 12.9 6.9 6.0 6.3 4.6 2.3 1.6 0.3 0.0 11.7

60代 308 51.7 47.5 41.8 36.9 40.0 25.5 27.0 33.3 21.8 20.8 17.7 12.5 9.4 7.8 6.4 5.1 2.3 4.2 0.0 0.2 0.0 14.4

70～74歳 136 58.7 47.2 41.2 39.5 41.8 19.5 28.7 36.4 22.5 21.2 22.7 12.9 12.1 7.8 9.0 2.5 3.2 4.0 1.4 0.0 0.0 11.2

子供有り

（小学生以下）
420 39.9 39.6 34.1 29.1 25.6 24.7 24.4 19.9 21.0 19.5 11.0 10.1 11.5 7.4 7.0 6.3 5.1 2.5 1.8 0.5 0.0 19.7

子供有り
（中学生以上）

782 42.6 38.7 36.1 33.2 27.8 21.8 25.3 25.9 20.6 18.3 17.8 12.4 12.0 8.6 8.4 6.4 6.6 3.4 1.1 0.5 0.0 17.2

子供無し 1,991 41.8 38.8 33.8 31.0 29.5 24.2 22.8 23.0 21.2 19.3 17.9 12.5 11.3 8.1 7.0 5.7 5.1 3.7 1.1 0.5 0.1 22.7

北海道・東北 347 43.0 36.6 35.2 34.6 24.8 25.4 28.8 27.8 19.8 19.2 15.8 10.6 12.1 8.7 8.5 5.4 7.0 2.4 1.6 0.8 0.3 22.3

関東・甲信越 1,203 42.9 40.2 36.0 32.9 28.3 25.1 24.8 23.9 22.2 20.1 15.8 11.3 10.8 7.6 7.3 6.1 5.0 3.1 0.8 0.4 0.1 20.4

中部・北陸 440 37.3 37.9 34.5 29.5 28.3 23.0 21.0 24.8 21.3 20.2 17.5 14.1 14.0 10.3 7.3 6.9 6.0 4.6 1.5 0.7 0.0 20.7

近畿 508 44.7 37.7 34.3 31.0 29.9 23.8 22.2 22.4 20.2 17.1 17.0 13.1 12.4 8.7 7.0 6.2 6.3 3.4 1.2 0.6 0.0 21.2

中国・四国 267 40.3 39.7 31.0 27.2 27.6 19.8 21.7 17.8 19.3 17.5 20.8 9.7 10.1 5.3 5.6 4.0 3.8 3.4 0.4 0.4 0.0 22.1

九州 343 38.4 37.1 29.5 27.2 31.6 21.4 20.7 19.7 19.5 17.2 18.1 14.1 9.4 7.9 7.2 6.0 4.9 3.8 1.8 0.6 0.0 21.8

首都圏 1,008 43.3 40.3 36.3 32.9 28.3 24.2 25.2 23.5 22.9 20.7 16.5 10.9 11.3 7.5 7.0 5.9 4.6 3.3 0.6 0.2 0.1 19.9

阪神圏 428 46.6 39.7 34.9 32.5 32.0 25.5 22.8 23.9 20.3 17.5 17.5 13.6 12.8 8.7 7.8 6.9 6.8 3.9 1.2 0.7 0.0 19.9
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※赤字：全体の割合より 5ポイント以上高い 青字：全体の割合より 5ポイント以上低い 

「カップめん」、「袋めん」は約 2割の人が脂質について不安を感じている。（図表 4） 

性別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに、女性の方が 7 ポイント程度高い。男性よりも女性の

方が脂質をかなり気にかけていることが分かる。 

性・年代別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに、男性は 40代から 50代、女性は 10代において、
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脂質に不安を感じる傾向が高かった。 

同居家族別でみると、「カップめん」、「袋めん」ともに子供の有無による差異は見られなかった。 

エリア別では関東・甲信越および中部・北陸で「カップめん」、「袋めん」ともに、脂質に対して不安を

感じる割合がやや高い。また、首都圏・阪神圏では首都圏の方が高い傾向にある。 
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4） 塩分 

図表 5 塩分について不安を感じる食品ランキング 
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3,107 59.6 45.4 42.9 42.3 39.9 38.8 36.8 34.8 34.2 34.1 33.3 28.1 18.5 14.4 14.1 8.9 2.8 1.2 0.8 0.7 0.1 16.1

男性 1,548 55.4 39.9 38.5 37.1 31.9 32.3 31.9 30.7 26.6 27.1 25.7 21.7 15.9 12.2 11.1 7.5 2.5 1.5 0.9 0.8 0.1 20.2

女性 1,559 63.8 50.9 47.2 47.5 47.9 45.2 41.7 38.9 41.7 41.0 41.0 34.5 21.1 16.6 17.2 10.4 3.1 0.9 0.7 0.6 0.1 12.0

15～19歳 102 46.6 33.3 28.3 29.3 23.6 22.7 21.3 13.3 16.0 23.6 15.3 19.0 11.0 9.5 9.6 2.4 0.0 0.0 1.2 2.2 0.0 24.5

20代 209 44.3 29.4 29.1 26.5 26.6 22.9 28.1 21.5 18.2 23.2 14.0 14.6 13.1 10.3 9.8 7.4 0.7 1.9 0.7 0.7 0.0 29.6

30代 262 47.2 41.9 37.1 38.3 29.5 30.1 31.5 28.1 23.6 24.7 19.6 19.4 15.9 14.8 11.6 6.4 3.4 1.7 1.3 0.8 0.0 22.9

40代 308 61.5 46.4 39.9 45.0 39.9 35.2 32.6 34.6 29.5 33.6 29.2 28.4 16.6 15.4 14.0 7.2 4.8 0.9 0.7 1.4 0.4 16.5

50代 255 53.6 42.9 41.9 40.1 32.6 33.6 33.4 35.9 27.6 27.3 26.9 20.8 16.6 14.5 13.6 9.0 2.2 2.6 1.2 0.4 0.0 20.8

60代 292 65.3 39.6 42.5 36.8 32.8 36.4 34.8 34.3 33.0 27.4 34.4 22.7 17.5 9.7 9.1 9.5 1.7 0.6 0.7 0.3 0.0 15.7

70～74歳 119 64.2 37.6 45.8 34.4 29.1 41.9 37.0 37.9 31.0 24.2 35.5 23.4 17.4 5.7 5.7 6.9 2.5 2.4 0.0 0.0 0.0 13.7

15～19歳 97 52.8 48.4 46.9 43.2 43.6 33.5 36.0 21.1 25.4 39.4 19.1 32.3 21.0 15.7 16.7 9.7 1.2 0.0 0.0 0.0 0.0 21.7

20代 202 59.2 44.6 41.9 42.2 38.6 39.2 34.1 26.6 33.2 38.0 24.4 26.9 15.6 15.4 16.1 7.9 2.5 1.5 1.2 1.0 0.0 20.4

30代 256 58.6 51.9 44.4 46.6 45.8 44.0 40.5 31.4 40.4 39.3 35.4 34.8 19.8 17.7 17.6 9.9 4.5 1.7 1.4 1.4 0.0 15.4

40代 303 59.4 50.5 44.6 47.9 45.2 44.9 43.0 38.1 41.9 42.9 39.2 35.1 24.0 21.7 20.4 8.8 3.6 1.0 0.3 0.0 0.3 10.8

50代 257 65.1 50.6 47.5 47.2 54.7 45.9 43.5 42.5 42.9 40.1 51.7 37.5 19.1 14.8 17.4 10.1 2.3 0.4 0.4 0.4 0.0 8.0

60代 308 74.1 53.1 49.8 51.6 53.1 50.6 43.9 49.8 48.0 43.7 49.4 35.9 23.6 15.4 15.7 12.6 2.8 0.6 0.3 1.0 0.0 6.5

70～74歳 136 72.0 56.1 60.0 50.5 50.3 52.4 48.1 53.9 51.8 41.3 56.0 36.9 23.8 11.5 14.2 14.5 3.3 0.6 1.3 0.0 0.0 8.6

子供有り

（小学生以下）
420 56.4 42.3 41.1 39.2 39.1 39.0 37.5 28.4 34.0 34.0 31.3 29.3 18.3 15.9 13.4 9.0 3.5 1.0 0.6 0.5 0.0 16.3

子供有り
（中学生以上）

782 61.8 46.0 43.0 42.5 40.1 40.9 36.2 34.8 34.9 34.3 35.5 28.5 17.9 14.2 12.4 9.6 3.2 1.2 0.7 0.6 0.1 12.9

子供無し 1,991 59.6 46.0 43.2 43.1 40.2 38.2 37.0 36.2 34.0 34.3 33.2 28.0 18.7 14.2 14.7 8.7 2.7 1.2 0.8 0.8 0.1 17.3

北海道・東北 347 61.0 45.2 41.0 43.2 39.1 39.5 37.2 39.1 33.8 34.2 31.4 32.0 14.2 11.1 12.4 6.7 2.1 1.4 1.7 1.2 0.0 17.3

関東・甲信越 1,203 62.5 47.4 43.3 43.5 40.3 39.9 37.3 36.7 35.7 34.7 33.8 27.8 20.2 14.9 15.0 8.5 2.9 1.0 0.6 0.8 0.2 16.2

中部・北陸 440 56.8 41.8 41.3 39.2 38.3 38.4 35.8 34.0 33.5 34.0 32.8 29.0 17.2 14.8 13.7 10.2 4.1 1.4 0.6 0.3 0.0 16.9

近畿 508 57.1 45.6 45.2 42.4 41.5 39.2 39.9 31.8 35.9 32.4 34.3 29.0 20.3 15.4 14.1 9.1 2.7 1.9 1.0 0.5 0.0 13.6

中国・四国 267 60.5 44.7 44.6 40.0 41.0 34.0 33.4 34.8 29.5 34.0 34.5 26.1 16.8 14.9 13.9 10.9 1.9 0.7 0.0 0.4 0.0 13.5

九州 343 54.6 43.7 40.6 43.1 38.5 38.0 34.2 29.5 30.9 34.7 32.0 24.6 17.5 13.9 13.8 9.4 2.1 0.8 0.9 0.9 0.0 19.0

首都圏 1,008 62.5 47.4 42.2 43.8 40.1 40.0 37.2 36.3 36.0 35.1 33.8 28.0 20.1 14.8 15.0 8.9 2.9 0.9 0.5 0.7 0.2 15.6

阪神圏 428 59.0 47.6 46.2 44.1 42.4 41.1 41.0 33.5 37.0 32.9 34.5 29.9 20.8 14.7 15.1 9.1 2.7 2.2 1.2 0.6 0.0 13.0
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※赤字：全体の割合より 5ポイント以上高い 青字：全体の割合より 5ポイント以上低い 

「カップめん」、「袋めん」は 4 割以上の人が塩分について不安を感じている。塩分についての不安は、

「カップめん」、「袋めん」ともに種々の食品の中でも上位になった。（図表 5） 

性別にみると、「カップめん」、「袋めん」ともに女性の方が高く、男性との間で 10 ポイント以上の差が

ある。 
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性・年代別にみると、「カップめん」、「袋めん」とともに、30 代から 50 代の割合が高い。女性はカッ

プめんについて 30代以上の 5割強が塩分に不安を感じている。 

同居家族別でみると、「子供有り（小学生以下）」の家庭は、「カップめん」、「袋めん」の塩分に不安を

感じる割合が「子供有り（中学生以上）」、「子供無し」より低かった。 

エリア別では、「カップめん」、「袋めん」ともに関東・甲信越で塩分に不安を感じる割合が高い。また、

首都圏・阪神圏別でみると大きな差異はない。 
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II. 即席めんの消費者像の把握 
 
1. 消費者像の把握に向けたアプローチ方法 
 
本調査では、即席めんの消費者像を把握するために、「カップめん」、「袋めん」それぞれについて、即

席めんに関する価値観を探るための設問（=「カップめん診断」、「袋めん診断」）を新たに設定し、因子分

析*1、クラスタリング*2 と呼ばれる手法を用いて、同じニーズや特徴を持った集団に分類し、セグメンテ

ーション*3された集団の属性を把握することにより、消費者の心に響きやすい施策を検討するのに活用し

た。（図表 6） 

 

* 1 因子分析：設問項目を似たもの同士でまとめ、整理するための分析手法 
* 2 クラスタリング：異なる性質のもの同士が混ざり合っている集団の中から、ある方針の下で分類しているいくつかの

かたまり（クラスタ）に分類する手法 

* 3 セグメンテーション：かたまり（クラスタ）に分類されたものを意味づけすること 
 

図表 6 分析のステップ 
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本調査では、クラスタリングの前段階として、即席めんの価値観について因子分析を行った。因子分

析は設問項目を似たもの同士でまとめ、整理するための分析手法である。（図表 7） 

 

図表 7 因子分析とは 

 

 
 

クラスタリングとは、異なる性質のもの同士が混ざり合っている集団の中から、ある方針の下で分類し

ているいくつかのかたまり（クラスタ）に分類する手法である。 

分析の目的や用途に応じて様々な分類方法が提唱されているが、階層的手法と非階層的手法の 2つに大

別される。 

 

① 階層的手法： 

分析者が距離（データ間の非類似度を数値的に表したもの）の測定方法や結合（クラスタ化）の方

法を指定し、距離の小さいものから分類していく方法である。分類過程は樹形図（デンドログラム）

で描かれるため、データを分類するだけでなく、クラスタ間の関係性や分類過程を明らかにできる。

また、クラスタ数をあらかじめ指定するのではなく、樹形図を見て決めることができる。 

距離の測定方法としてはユークリッド距離法が一般的であり、結合（クラスタ化）の方法としては、

Ward 法や最短距離法、最長距離法、群平均法、メディアン法、重心法などがあげられる。 

 

② 非階層的手法： 

分析者があらかじめいくつかのクラスタにデータ分類するかを指定したうえで、クラスタ内のばら

つきは小さく、クラスタ間のばらつきは大きくなるよう、最適な分割を求める方法である。分類過程

は樹形図で描かれず、どのクラスタに分類されたかを示すのみであるが、明確なクラスタが得られる。 
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どちらの手法を適用するかは分析者の判断によるが、データ数が比較的少なく、かつ、分類過程や類似

度も考慮したい場合には階層的手法を用い、データ数が非常に多く、計算量が膨大になる場合は非階層的

手法を用いる傾向にある。 

 本調査では、クラスタ分析にかける際の変数を絞り込むために前述の因子分析を事前に行ったうえで、

サンプル数が 3,107 人と比較的多いため、クラスタ数をあらかじめ指定する非階層的手法を用いた。（図

表 8） 

 

図表 8 クラスタ分析とは 
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2. カップめんの消費者像の把握 
 

a） カップめん診断 
 
 本調査では、まずカップめんの価値観について因子分析を行ったが、その際の設問項目は、図表 9 を

用いた。具体的には、図表 9 の設問項目についてそれぞれどの程度あてはまるかを「全く当てはまらな

い(0点)」～「非常に当てはまる（10点）」の 10段階評価で回答した結果を用いた。 

 

図表 9 因子分析に用いたカップめんの設問項目 

 
番号 カップめんの設問項目 

1 日本の誇る食品である 

2 安心ができるブランド・メーカーがある 

3 昔から馴染みのある食品である 

4 漠然としたマイナスイメージがある 

5 価格がお手頃である 

6 1 品で満足感を得られる 

7 調理時間が短いのが良い 

8 誰でも簡単につくれる 

9 好みに合わせてカスタマイズができる 

10 種類が豊富でいろいろな味が楽しめる 

11 一人で食べることが多い 

12 子供や家族にはあまり食べさせたくない 

13 家庭の食卓に並ぶと違和感を感じる 

14 メディアや広告で流れているのをよく見る 

15 人に勧められるとつい買ってしまう 

16 ＣＭ等でよく見る商品を手にとってしまう 

17 添加物を使用していることが気になる 

18 塩分が気になる 

19 栄養バランスが気になる 

20 カロリーが気になる 

21 食べていると将来の健康について不安になる 

22 原材料や産地が気になる 

23 容器の材質が気になる 

24 料理として扱うには抵抗感がある 

25 家事ができないように思われる気がして抵抗感がある 

26 親から食べるのを控えるように言われてきた 

27 いざというときにあると役に立つ 

28 食べた後のゴミが気になる 

29 環境に悪いイメージがある 

30 保存がきくのが良い 
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b） カップめん因子 

 

 本調査では、クラスタ分析の前段階として、カップめんの価値観について因子分析を行った。因子分析

の過程で共通性の低い 1項目（今回は 0.4 以下）については、抽出された因子では説明できない可能性が

高いため除外し、図表 10の通り分析を行った。得られた 5因子については、因子負荷量から各因子の内

容を解釈し、名前を付けた。以下、因子分析の結果を示す。（0.4 以上はオレンジ色） 

 

図表 10 カップめんの因子分析結果 
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c） カップめんセグメント 
 

 さらに、因子分析の結果をもとに非階層クラスタ分析を行った。非階層クラスタ分析では、分析者が

クラスタ数を指定する必要があるが、クラスタ数をいくつか試行したうえで、シルエット分析と呼ばれる

クラスタ数が最適かどうかを評価する為の指標（=シルエット値）を分析し、各クラスタの構成比などを

加味して、最終的にクラスタ数を 7に決定した。クラスタ分析の結果および各セグメントの属性は以下の

通りである。 

 

図表 11 因子分析に基づくクラスタ分析によるセグメンテーション結果 

 

図表 12 各カップめんセグメントの属性 
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図表 11 および図表 12 をもとに、セグメント毎のカップめんの価値観や属性について見てみると、図表 

13 のような特徴が挙げられた。 

 

図表 13 カップめんセグメント毎の特徴 

 

本調査では、セグメンテーション結果をカップめんの価値観および購入・摂取の視点から、それぞれ、

「カップめん大好き層」、「健康を気にしつつカップめん食べたい層」、「本当はもっとカップめん食べたい

層」、「時々カップめん食べたくなる層」、「カップめんこだわりなし層」、「気分次第でカップめん食べても

よい層」、「カップめんあまり食べない層」とネーミングした。 

各セグメントの構成比は、「カップめん大好き層」、「健康を気にしつつカップめん食べたい層」、「本当

はもっとカップめん食べたい層」がそれぞれ全体の約 1割前後を占め、「時々カップめん食べたくなる層」、

「カップめんこだわりなし層」がそれぞれ約 1/4 を占めるボリュームゾーンとなっている。 
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次に、カップめんに対する不安度* 4を軸にプロットした結果、図表 14 のようになった。好意度が高い

ものの、不安を感じている層が「健康を気にしつつカップめん食べたい層」、「本当はもっとカップめん食

べたい層」、「時々カップめん食べたくなる層」、「カップめんこだわりなし層」の 4つであることが視覚的

にも捉えられる。 

 
* 4 設問 E5【あなたが『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』について不安に感じていること】で選択肢 1～14 までを

１つでも選んでいる人の割合）と好意度（設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好き

ですか】で「嫌い（0点）」～「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 
 

図表 14 カップめんポジショニングマップ（不安度×好意度） 
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 また、カップめんの１ヶ月あたりの平均購買金額* 5を軸にプロットした結果、図表 15 のようになっ

た。各セグメントが一直線上に並んでいる(赤点線部分)ことから、1ヶ月平均購買金額と好意度は関連性

が強い。 

 

* 5 設問 C7【『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』の 1ヵ月の購入金額】に関する回答結果のセグメント毎の平均）

と好意度（=設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好きですか】で「嫌い（0 点）」～

「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 

 

図表 15 カップめんポジショニングマップ（好意度×１ヶ月平均購買金額） 
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同様に、カップめんの１ヶ月あたりの平均摂取個数* 6を軸にプロットした結果、図表 16 のようになっ

た。各セグメントが一直線に並んでおり(赤点線部分)、1 ヶ月平均摂取個数と好意度についても、それぞ

れ関連性が強い。 

* 6 設問 D2【『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』の 1 ヶ月間に食べている個数】に関する回答結果のセグメント毎

の平均）と好意度（=設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好きですか】で「嫌い（0

点）」～「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 

 
図表 16 カップめんポジショニングマップ（好意度×１ヶ月平均摂取個数） 
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 この他に、「購入するときの重視点」、「摂取するときの重視点」、「よく食べるようになった時期」、「よ

く食べるようになった理由」、「食べるタイミング」、「良いと感じる点」、「不安に感じる点」についてセグ

メントの傾向を調査した。（図表 17-図表 23） 

※各項目をセグメント間で比較し、最も高いセグメントは赤字、最も低いセグメントは青字で表記した。 

図表 17 カップめんを購入するときの重視点×セグメント別 
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カップめんを購入するときの重視点は「味」「価格」「スープ」「めん」の順である。「健康を気にしつつ

カップめん食べたい層」はほとんどの項目において 7セグメントの中で最も高かった。その他のセグメン

トの特徴は、「本当はもっとカップめん食べたい層」は「塩分」「友人・知人からの話」「JAS マーク」、「気

分次第でカップめん食べてもよい層」は「特に無し」、「カップめんあまり食べない層」は「カロリー」「栄

養成分表示」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 17） 
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図表 18 カップめんを摂取するときの重視点×セグメント別 

 

カップめんを摂取するときの重視点は、「味がおいしい」「量が適量である」「香り・風味が良い」の順

である。「カップめん大好き層」は「塩分が少ない」「添加物が少ない」「カロリーが低い」が 7 つのセグ

メントの中で最も低かった。その他のセグメントの特徴は、「健康を気にしつつカップめん層」は「味が

おいしい」「量が適量である」「香り・風味が良い」「期間限定である」、「本当はもっとカップめん食べた

い層」は「塩分が少ない」「カロリーが低い」「流行っている」、「気分次第でカップめん食べてもよい層」

は「新製品である」、「カップめんあまり食べない層」は「添加物が少ない」「特にない」がセグメント間

で比較したときに最も高かった。（図表 18）
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図表 19 カップめんをよく食べるようになった時期×セグメント別 

 

 
カップめんをよく食べるようになった時期は、「社会人の時期」が最も高い。「カップめんあまり食べな

い層」は「滅多に食べなかった」が 7セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「カ

ップめん大好き層」は「小学生の時期」、「健康を気にしつつカップめん食べたい層」は「社会人の時期」、

「本当はもっとカップめん食べたい層」は「中学生の時期」、「カップめんこだわりなし層」は「小学生の

時期」、「気分次第でカップめん食べてもよい層」は「幼少期（小学校に入る前）」「高校生の時期」「大学

生・大学院生の時期」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 19） 



30 
 

図表 20 カップめんをよく食べるようになった理由×セグメント別 

 
 

カップめんをよく食べるようになった理由は、「簡単に作れるから」、「価格が手頃だから」、「おいしい

と感じたから」が上位である。「健康を気にしつつカップめん食べたい層」は「簡単に作れるから」「価格

が手頃だから」「おいしいと感じたから」が 7セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特

徴は、「カップめん大好き層」は「家で用意されていたから」、「本当はもっとカップめん食べたい層」は

「テレビ番組や CMでやっていたから」「友人が食べていたから」、「気分次第でカップめん食べてもよい層」

は「家の食事だけでは足りなかったから」、「カップめんあまり食べない層」は「勉強や仕事が忙しくなっ

たから」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 20）
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図表 21 カップめんを食べるタイミング×セグメント別 

 

カップめんを食べるタイミングは、「すぐに食べたい時」「手作りするのが面倒な時」「軽く済ませたい

時」「食事として（朝食、昼食、夕食）」が上位である。「健康を気にしつつカップめん食べたい層」は多

くの項目において 7セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「本当はもっとカッ

プめん食べたい層」は「小腹が空いた時」「勉強や仕事が忙しい時」「勉強や仕事をしながら」、「気分次第

でカップめん食べてもよい層」は「味が濃いものを食べたくなった時」「特に決まっていない」がセグメ

ント間で比較したときに最も高かった。（図表 21）
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図表 22 カップめんに対して良いと感じる点×セグメント別 

 
カップめんに対して良いと感じる点は、「スープがおいしい」「手軽で便利」「めんがおいしい」が上位

だが、それ以外の項目も拮抗している。「健康を気にしつつカップめん食べたい層」はほとんどの項目に

おいて 7 セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「本当はもっとカップめん食べ

たい層」は「いろいろ工夫して食べられる良さがある」、「気分次第でカップめん食べてもよい層」は「特

にない」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 22）
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図表 23 カップめんに対して不安に感じる点×セグメント別 

 

カップめんに対して不安に感じる点は、「塩分」「添加物の種類」「添加物の量」が上位だが、それ以外

の項目も拮抗している。「カップめんあまり食べない層」はほとんどの項目において 7セグメントの中で

最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「カップめん大好き層」は「特にない」、「本当はもっとカ

ップめん食べたい層」は「賞味期限」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 23） 
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 さらに、セグメントと「食へのこだわり」との関係性をコレスポンデンス分析* 7と呼ばれる手法で示し

たのが、図表 24 である。このマップでは近いところにあるものは関係性が強いことを示している。（例

えば、エコなもの好きと地産地消が好きは関係性が強い） 

 
* 7 コレスポンデンス分析：クロス集計表を可視化して、調査結果の解釈を容易にする分析手法 

 
下記の通り、各セグメントとの間で関係性が強い項目を整理した。 

 

A 層：カップめん大好き層⇒肉好き、低価格志向、ジャンクフード好き 

B 層：健康を気にしつつカップめん食べたい層⇒昔ながらのものが好き、国産品好き、魚好き、野菜好

き 

C 層：本当はもっとカップめん食べたい層⇒エコなもの好き、地産地消が好き、品質で選択、健康的な

ものが好き、手作りが多い 

D 層：時々カップめん食べたくなる層⇒特徴なし 

E 層：カップめんこだわりなし層⇒輸入品好き、ブランドものが好き 

F 層：気分次第でカップめん食べてもよい層⇒外食が多い、中食が多い、新商品好き 

G 層：カップめんあまり食べない層⇒品質で選択、手作りが多い、健康的なものが好き 

 

図表 24 食のこだわりセグメントマップ 
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 最後に、セグメント毎の特徴をまとめたものを以下に示す。 
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d） カップめん消費者心理 

 
 本調査では、好意度および不安度に影響を与える要因を把握するために、パス解析* 8 という手法を用

いた。図表 25 は「個人特性」と「因子特性・属性」が「好感度・不安度」に対して与えている影響を矢

印で示しており、値が大きいほどその影響が強いことを意味している。 

* 8 パス解析：変数間の関係を明らかにするための分析手法 

 

図表 25 カップめんのパス解析 
 

 
※1「カップめん漠然不安因子」、「カップめんダイエット因子」、「カップめん環境意識因子」は逆の意味合いを示しており、 

高ければ「不安はない」あるいは「意識はされていない」傾向である。 

※2「年齢」は値が高ければ低年齢層からの影響が強く、値が低ければ高年齢層からの影響が強い。 
 

好意度・不安度の要因を探るため、人間情報データベースのデータを用いて、それぞれの因子と因果係

数を探索的に見ていった。 

この中において、好意度は「カップめん商品に魅力因子」（0.391）、「カップめん漠然不安因子」（0.365）、

「カップめん好き因子」（0.208）から影響を受けていることが分かる。また、「カップめん商品に魅力因

子」は、「新商品好き」「ブランド好き」に影響を受けている傾向が顕著に現れており、「新商品好き」「ブ

ランド好き」という特徴が好意度に影響している。 

一方、「年齢」(-0.154)、「女性」(-0.091)は、好意度に影響を与えているものの、その影響は弱いと考

えられる。 

不安度を見ると、「食のこだわり」（0.166）、「カップめん好き因子」（0.141）の影響が強い。特に「食

のこだわり」では、「手作り派」「品質重視」「高級志向」から影響を受けており、当該特徴が不安度に影
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響している。 

一方、不安度を下げる要因は「カップめん商品に魅力因子」（-0.247）が影響しており、好感度と同様

に、個人特性の「新商品好き」「ブランド好き」が影響してる。 

 

これまでのセグメント毎の消費者像と消費者心理の解析から訴求ポイントを整理する。 

 

A 層：カップめん大好き層 

 A 層の特徴は、「独身男性」が多く、購買金額・摂取個数も多いことから、カップめんが「食生活」に

根付いていることがうかがえる。また、食のこだわりとしては、「肉好き」、「低価格志向」、「ジャンクフ

ード好き」という傾向があり、A層に対しては“コストパフォーマンスが良い”といった訴求を行うこと

が有効であると考えられる。 

 

B 層：健康を気にしつつ、カップめん食べたい層 

 B 層の特徴は、「カップめん好き」であるものの、「ダイエットしたい」、「カップめんに漠然とした不安

を感じる」という価値観を有していることである。特に、カップめんの「塩分」、「カロリー」に対する不

安が大きかった。カップめんのパス解析の結果、「ダイエットしたい」という傾向が「カップめんに対す

る不安度」に影響を与えることが明らかになったが、B層に対しては“塩分・カロリー控えめ”といった

訴求によって、カップめんに対する“不安払しょく”につなげていくことが有効と考えられる。 

 

C 層：本当はもっとカップめん食べたい層 

 C 層の特徴は、「主婦（小さな子供有）」で「品質を重視する」傾向があり、「カップめんへの漠然とし

た不安」という価値観を有していることである。また、C層は周りの人からも影響を受けやすい。カップ

めんのパス解析の結果、「品質重視」という傾向が高い人は、「食のこだわり度」が高く、「食のこだわり

度」は「カップめんに対する不安度」に影響を与えることが明らかになったが、C 層に対しては “著名

人やインフルエンサーによる口コミ”で“子供が食べても安心の品質”といった訴求によって、カップめ

んに対する“不安払しょく”につなげていくことが有効と考えられる。 

 

D 層：時々カップめん食べたくなる層 

 D 層の特徴は、食に関するこだわりが低く、すぐ食べたい時や手作りするのが面倒な時にカップめんを

摂取する。D 層に対しては、“簡単””便利””ストック”といった訴求が有効と考えられる 

 

E 層：カップめんこだわりなし層 

 E 層の特徴は、カップめんに対するこだわりがなく、おいしければ食べるというスタンスを有している

ことである。カップめんの“おいしさ”を訴求することが有効と考えられる。 
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F 層：気分次第でカップめん食べてもよい層 

 F 層の特徴は、カップめんに対して興味が薄く、食べるタイミングも時に決まっていない層である。訴

求難易度は高いが、まずはメディアや SNS、キャンペーン等を通じてカップめんに触れる機会を増やし、

興味を持ってもらうことから始める必要がある。 

 

G 層：カップめんあまり食べない層 

 G 層の特徴は、女性の中年・高年の割合が高く、「カップめんへの漠然とした不安」がある。また、購

買金額・摂取個数いずれも他のセグメントと比較して一番低かった。まずは、漠然とした不安を解消する

ためにも、カップめんに関する”正確な情報の提供”を行うことで、不安を払しょくしていくことが重要

と考えられる。 
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3. 袋めんの消費者像の把握 
 
a） 袋めん診断 

 
次に袋めんの価値観について因子分析を行ったが、その際の設問項目は、図表 26 を用いた。具体的に

は、図表 26 の設問項目についてそれぞれどの程度あてはまるかを「全く当てはまらない(0 点)」～「非

常に当てはまる（10 点）」の 10 段階評価で回答した結果を用いた。 

 

図表 26 因子分析に用いた袋めんの設問項目 

 

番号 袋めんの設問項目 

1 日本の誇る食品である 

2 安心ができるブランド・メーカーがある 

3 昔から馴染みのある食品である 

4 漠然としたマイナスイメージがある 

5 価格がお手頃である 

6 1 品で満足感を得られる 

7 調理時間が短いのが良い 

8 誰でも簡単につくれる 

9 具材を用意するのが面倒である 

10 具材を工夫して食べられる良さがある 

11 種類が豊富でいろいろな味が楽しめる 

12 一人で食べることが多い 

13 子供や家族にはあまり食べさせたくない 

14 家庭の食卓に並ぶと違和感を感じる 

15 大勢で食べるときによい 

16 メディアや広告で流れているのをよく見る 

17 人に勧められるとつい買ってしまう 

18 ＣＭ等でよく見る商品を手にとってしまう 

19 添加物を使用していることが気になる 

20 塩分が気になる 

21 栄養バランスが気になる 

22 カロリーが気になる 

23 食べていると将来の健康について不安になる 

24 原材料や産地が気になる 

25 めんの品質が気になる 

26 料理として扱うには抵抗感がある 

27 家事ができないように思われる気がして抵抗感がある 

28 親から食べるのを控えるように言われてきた 

29 保存がきくのが良い 

30 いざというときにあると役に立つ 
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b） 袋めん因子 
 
 クラスタ分析の前段階として、袋めんの価値観について因子分析を行った。因子分析の過程で共通

性の低い 5項目（今回は 0.4 以下）については、抽出された因子では説明できない可能性が高いため除外

し、図表 27 の通り分析を行った。得られた 5 因子については、因子負荷量から各因子の内容を解釈し、

名前を付けた。以下、因子分析の結果を示す。（0.4 以上はオレンジ色） 

 

図表 27 袋めんの因子分析結果 
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c） 袋めんセグメント 
 
 さらに、因子分析の結果をもとに非階層クラスタ分析を行った。非階層クラスタ分析では、分析者が

クラスタ数を指定する必要があるが、クラスタ数をいくつか試行したうえで、シルエット分析と呼ばれる

クラスタ数が最適かどうかを評価する為の指標（=シルエット値）を分析し、各クラスタの構成比などを

加味して、最終的にクラスタ数を 7に決定した。クラスタ分析の結果および各クラスタの属性は以下の通

りである。 

 

図表 28 因子分析に基づくクラスタ分析によるセグメンテーション結果 

 
 
図表 29 各袋めんセグメントの属性 
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 図表 28 および図表 29 をもとに、セグメント毎の袋めんの価値観や属性について見てみると、図表 30

のような特徴が挙げられた。 

 

図表 30 袋めんセグメント毎の特徴 

 

さらに、本調査では、セグメンテーション結果を袋めんの価値観および購入・摂取の視点から、それぞ

れ、「袋めん大好き層」、「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」、「本当はもっと袋めん食べたい層」、「時々

袋めん食べたくなる層」、「袋めんこだわりなし層」、「気分次第で袋めん食べてもよい層」、「袋めんあまり

食べない層」とネーミングした。 

カップめんと同様に各セグメントの構成比は、「袋めん大好き層」、「健康を気にしつつ袋めん食べたい

層」、「本当はもっと袋めん食べたい層」がそれぞれ全体の約 1割前後を占め、「時々袋めん食べたくなる

層」、「袋めんこだわりなし層」がそれぞれ約 1/4 を占めることからボリュームゾーンとなっている。 
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次に、袋めんに対する不安度* 9を軸にプロットすると、図表 31 のようになる。好意度が高いものの、

不安に感じている層が「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」、「本当はもっと袋めん食べたい層」、「時々

袋めん食べたくなる層」、「袋めんこだわりなし層」の 4つであることが視覚的にも捉えられる。 

* 9 設問 E5【あなたが『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』について不安に感じていること】で選択肢 1～14 までを

１つでも選んでいる人の割合）と好意度（設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好き

ですか】で「嫌い（0点）」～「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 

 
図表 31 袋めんポジショニングマップ（不安度×好意度） 
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また、セグメント間の購入/摂取について見てみると、袋めんに対する１ヶ月の平均購買金額* 10を軸に

プロットした結果、図表 32 のようになった。各セグメントが一直線に並んでいる（赤点線部分）ことか

ら、1ヶ月平均購入金額と好意度は、それぞれ関連性が強い。 

* 10 設問 C7【『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』の 1ヵ月の購入金額】に関する回答結果のセグメント毎の平均）

と好意度（=設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好きですか】で「嫌い（0点）」～

「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 

 

図表 32 袋めんポジショニングマップ（好意度×１ヶ月平均購買金額） 
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同様に、１ヶ月の平均摂取個数* 11を軸にプロットした結果、図表 33 のようになった。各セグメントが

一直線に並んでいる（赤点線部分）ことから、1ヶ月平均摂取個数と好意度についても、関連性が強い。 

* 11 設問 D2【『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』の 1ヶ月間に食べている個数】関する回答結果のセグメント毎の

平均）と好意度（=設問 A4【あなたは『即席めん（カップめんもしくは袋めん）』がどのくらい好きですか】で「嫌い（0

点）」～「好き（100 点）」に関する回答結果のセグメント毎の平均 

 
図表 33 袋めんポジショニングマップ（好意度×１ヶ月平均摂取個数） 
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 この他に、「購入するときの重視点」、「摂取するときの重視点」、「よく食べるようになった時期」、「よ

く食べるようになった理由」、「食べるタイミング」、「良いと感じる点」、「不安に感じる点」についてセグ

メントの傾向を調査した。 

※各項目をセグメント間で比較し、最も高いセグメントは赤字、最も低いセグメントは青字で表記した。 

表 34 袋めんを購入するときの重視点×セグメント別 
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袋めんを購入するときの重視点は「味」「価格」「スープ」「めん」の順である。「健康を気にしつつ袋め

ん食べたい層」はほとんどの項目において 7セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴

は、「気分次第で袋めん食べてもよい層」は「特に無し」、「袋めんあまり食べない層」は「栄養成分表示」

がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 34） 
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図表 35 袋めんを摂取するときの重視点×セグメント別 

 
袋めんを摂取するときの重視点は、「味がおいしい」が一番高い。「袋めん大好き層」は「塩分が少ない」

「カロリーが低い」が 7つのセグメントの中で最も低かった。その他のセグメントの特徴は、「健康を気

にしつつ袋めん層」は「味がおいしい」「量が適量である」「香り・風味が良い」「塩分が少ない」、「本当

はもっと袋めん食べたい層」は「添加物が少ない」「カロリーが低い」「新製品である」「流行っている」

「期間限定である」、「気分次第で袋めん食べてもよい層」は「特にない」がセグメント間で比較したとき

に最も高かった。（図表 35） 

 



52 
 

図表 36 袋めんをよく食べるようになった時期×セグメント別 

 

よく食べるようになった時期は、カップめんでは「社会人の時期」が最も高かったが（図表 19）、袋め

んは「小学生の時期」、「中学生の時期」、「高校生の時期」が高いという点でカップめんと異なる。「袋め

ん大好き層」は「中学生の時期」、「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」は「小学生の時期」「大学生・

大学院生の時期」「社会人の時期」、「本当はもっと袋めん食べたい層」は「高校生の時期」「予備校生・各

種学校生の時期」、「気分次第で袋めん食べてもよい層」は「幼少期（小学校に入る前）」、「袋めんあまり

食べない層」は「滅多に食べなかった」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 36） 
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図表 37 袋めんをよく食べるようになった理由×セグメント別 

 

袋めんをよく食べるようになった理由は、「簡単に作れるから」「価格が手頃だから」「おいしいと感じ

たから」「家で準備されていたから」が上位である。「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」は「簡単に作

れるから」「価格が手頃だから」「おいしいと感じたから」が 7つのセグメントの中で最も高かった。その

他のセグメントの特徴は、「本当はもっと袋めん食べたい層」は「テレビ番組や CMでやっていたから」「友

人が食べていたから」「家の食事だけでは足りなかったから」、「気分次第で袋めん食べてもよい層」は「家

で用意されていたから」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 37） 
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図表 38 袋めんを食べるタイミング×セグメント別 

 

袋めんを食べるタイミングは、「食事として（朝食、昼食、夕食）」が一番高い。「本当はもっと袋めん

食べたい層」は多くの項目で 7つのセグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「健

康を気にしつつ袋めん食べたい層」は「食事として（朝食、昼食、夕食）」「温かいものが食べたいとき」

「外に出るのが面倒な時」「味が濃いものが食べたくなった時」、「気分次第でカップめん食べてもよい層」

は「特に決まっていない」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 38） 
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図表 39 袋めんに対して良いと感じる点×セグメント別 

 
袋めんに対して良いと感じる点は、「スープがおいしい」「手軽で便利」「めんがおいしい」「保存がきく」

「価格が手頃」が上位で拮抗している。「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」はほとんどの項目におい

て 7 セグメントの中で最も高かった。その他のセグメントの特徴は、「本当はもっと袋めん食べたい層」

は「小腹が空いたときやおやつに最適」「食欲のない時の食事に最適」、「気分次第で袋めん食べてもよい

層」は「特にない」がセグメント間で比較したときに最も高かった。（図表 39） 
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図表 40 袋めんに対して不安に感じる点×セグメント別 

 

袋めんに対して不安に感じる点は、「袋めん食べない層」がほとんどの項目において 7セグメントの中

で最も高かった。「健康を気にしつつ袋めん食べたい層」は「塩分」「賞味期限」、「本当はもっと袋めん食

べたい層」は「めんの原材料」、「気分次第で袋めん食べてもよい層」は「特にない」がセグメント間で比

較したときに最も高かった。。（図表 40） 
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 さらに、セグメントと「食へのこだわり」との関係性をコレスポンデンス分析と呼ばれる手法で示し

たのが、図表 41 である。このマップでは近いところにあるものは関係性が強いことを示している。（例

えば、高級志向とブランドものが好きは関係性が強いこととなる） 

下記の通り、各セグメントに関して関係性が強い項目を整理した。 

A 層：袋めん大好き層⇒肉好き、低価格志向 

B 層：健康を気にしつつ袋めん食べたい層⇒魚好き、野菜好き、昔ながらのものが好き 

C 層：本当はもっと袋めん食べたい層⇒新商品好き、エコなもの好き、地産地消が好き 

D 層：時々袋めん食べたくなる層⇒新商品好き、輸入品好き 

E 層：袋めんこだわりなし層⇒外食が多い、新商品好き、輸入品好き 

F 層：気分次第で袋めん食べてもよい層⇒ジャンクフード好き、肉好き 

G 層：袋めんあまり食べない層⇒品質で選択、手作りが多い、野菜好き、国産品好き 

 

図表 41 食のこだわりセグメントマップ 
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最後に、セグメント毎の特徴をまとめたものを以下に示す。 

※太字の部分は特徴が見られている部分である。 
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d） 袋めん消費者心理 
 
 本調査では、好意度および不安度に影響を与える要因を把握するために、パス解析という手法を用い

た。図表 42 は「個人特性」と「因子特性・属性」が「好感度・不安度」に対して与えている影響を矢印

で示しており、値が大きいほどその影響が強いことを意味している。 

 

図表 42 袋めんのパス解析 

 

 
 

※1「袋めん漠然不安因子」は 逆の意味合いを示しており、高ければ「不安はない」傾向である。 

※2「年齢」は値が高ければ低年齢層からの影響が強く、値が低ければ高年齢層からの影響が強い。 

 

好意度・不安度の要因を探るため、人間情報データベースのデータを用いて、それぞれの因子と因果

係数を探索的に見ていった。 

この中において、好意度は「袋めん漠然不安因子」（0.373）、「袋めん周りに流される因子」（0.365）、

「袋めん好き因子」（0.254）から影響を受けていることが分かる。 

また「袋めん周りに流される因子」は、「新商品好き」「ブランド好き」「信頼されて育った」といった

個人特性の影響を受けており、それらが好意度に影響していることが分かる。 

一方、「年齢」(-0.089)、「子ども有」（0.050）は、好意度に影響を与えているものの、その影響は弱

いと考えられる。 

不安度を見ると、「袋めん好き因子」（0.259）、「食のこだわり」（0.195）の影響が強い。特に「食のこ

だわり」では、「手作りが多い」「品質重視」「健康なもの好き」から影響を受けており、これらの個人特

性が不安度に影響している。 
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一方、「袋めん漠然不安因子」（-0.331）、「袋めん周りに流される因子」（-0.229）では不安度を下げる

要因となっており、不安の意識が低いまたは、周りに流される意識を高めるほど、不安度を下げること

につながると考えられる。 

 

これまでのセグメント毎の消費者像と消費者心理の解析から訴求ポイントを整理する。 

 

A 層：袋めん大好き層 

 A 層の特徴は、購買金額・摂取個数も多いことから、袋めんが「食生活」に根付いていることがうかが

える。また、食のこだわりとしては、「肉好き」、「低価格志向」という傾向があり、A 層に対しては“コ

ストパフォーマンスが良い”といった訴求を行うことが有効であると考えられる。 

 

B 層：健康を気にしつつ、袋めん食べたい層 

 B 層の特徴は、「中年層女性」が多く、「袋めん好き」であるものの、「袋めんに漠然とした不安」を抱

えている。特に、袋めんの「塩分」など多く項目に対する不安が大きかった。袋めんのパス解析の結果、

「袋めんへの漠然とした不安」という傾向が「袋めんに対する不安度」に影響を与えることが明らかにな

ったが、B 層に対しては“女性向け”“塩分控えめ”といった訴求によって、袋めんに対する“不安払し

ょく”につなげていくことが有効と考えられる。 

 

C 層：本当はもっと袋めん食べたい層 

 C 層の特徴は、「主婦（小さな子供有）」で、「袋めんが好き」であるものの、「周りに流されやすい」、「袋

めんへの漠然とした不安」という価値観を有していることである。袋めんのパス解析の結果、「周りに流

されやすい」という傾向が「袋めんに対する不安度」に影響を与えることが明らかになったが、C層に対

しては、“著名人やインフルエンサーによる口コミ”で“子供が食べても安心の品質”といった訴求によ

って、袋めんに対する“不安払しょく”につなげていくことが有効と考えられる。 

 

D 層：時々袋めん食べたくなる層 

 D 層の特徴は、袋めんに対して中庸であるものの、袋めんの価格や手軽さ、おいしさに一定の魅力を感

じている。袋めんの“安（価）”“短（時間）”“美（味）”を訴求することが有効と考えられる。 

 

E 層：袋めんこだわりなし層 

 E 層の特徴は、袋めんに対するこだわりがなく、軽く済ませたい時やすぐに食べたい時に袋めんを食べ

る。E層に対しては“簡単”“便利”“ストック”といった訴求が有効であると考えられる。 
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F 層：気分次第で袋めん食べてもよい層 

 F 層の特徴は、袋めんに対して興味が薄く、食べるタイミングも時に決まっていない層である。訴求難

易度は高いが、まずはメディアや SNS キャンペーン等を通じて袋めんに触れる機会を増やし、興味を持っ

てもらうことから始める必要がある。 

 

G 層：袋めんあまり食べない層 

 G 層の特徴は、女性の中年・高年の割合が高く、「袋めんへの漠然とした不安」がある。また、購買金

額・摂取個数いずれも他のセグメントと比較して一番低かった。まずは、漠然とした不安を解消するため

にも、袋めんに関する”正確な情報の提供”を行うことで、不安を払しょくしていくことが重要と考えら

れる。 
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4. カップめんセグメントと袋めんセグメントの関係 
 
ここまでカップめんセグメントと袋めんセグメントのそれぞれの特徴について述べてきたが、本章の最

後にカップめんセグメントと袋めんセグメントの関係について考察する。 

 

図表 43 カップめんセグメントと袋めんセグメントの関係 

A層 B層 C層 D層 E層 F層 G層

袋
め
ん
大
好
き
層

健
康
を
気
に
し
つ
つ

袋
め
ん
食
べ
た
い
層

本
当
は
も
っ
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ん
食
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た
い
層

時
々
袋
め
ん

食
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層
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ん

こ
だ
わ
り
な
し
層

気
分
次
第
で
袋
め
ん

食
べ
て
も
よ
い
層

袋
め
ん

あ
ま
り
食
べ
な
い
層

全体 3,107 255 337 391 787 875 121 342

A層：カップめん大好き層 267 142 13 0 16 35 55 6

B層：健康を気にしつつカップめん食べたい層 400 58 202 30 91 5 4 9

C層：本当はもっとカップめん食べたい層 520 3 55 303 122 9 2 26

D層：時々カップめん食べたくなる層 780 31 45 36 432 156 3 78

E層：カップめんこだわりなし層 804 19 2 7 98 646 15 18

F層：気分次第でカップめん食べてもよい層 49 1 3 0 1 6 37 1

G層：カップめんあまり食べない層 287 2 18 15 27 17 5 204

袋めんセグメント

カ
ッ

プ
め
ん
セ
グ
メ
ン
ト

全
体

 
 消費者がカップめんセグメントと袋めんセグメントでそれぞれどのセグメントに所属しているかをク

ロス集計した結果、同質のセグメントに属する消費者が多かった。例えば、「A層：カップめん大好き層」

（267 人）のうち、「A層：袋めん大好き層」（142 人）が 5割以上（53.2%）属していた。以上のことから、

カップめんセグメントと袋めんセグメントの特徴において類似傾向が多くみられる要因になっていると

考えられる。 
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III. 即席めんの消費者別の施策方針 
 
第Ⅱ章では、即席めんの消費者像を把握することを目的に、消費者をセグメント分類し、それぞれの特

徴について取りまとめた。 

本章では、第Ⅱ章で明らかになった消費者像を踏まえ、ターゲット別の施策について検討していく。 

1. 施策方針の策定に向けたアプローチ方法  
 
はじめに、本調査と施策の関係について述べる。本調査では、カップめん・袋めんの消費者像および消

費者別の施策方針を調査報告書としてまとめる。それを踏まえ、ターゲット別の施策を実施することを念

頭に置いているが、施策を実施して終わりではなく、施策の効果について、改めて本調査と同様の形でア

ンケートにて消費者の認知、興味・関心、摂取状況、不安度、好意度などを取得し、その次の施策に生か

すというサイクルを回していくことが重要と考えている。そうした意味で、本調査は施策実施に向けた重

要なインプットになる。（図表 44） 

図表 44 本調査と施策の関係 

 

  

また、施策による効果として、カップめん・袋めんともに消費者に対する“好意醸成”、“不安払しょく”

を目指している。当該効果を得るために各セグメントに対して有効と考えられる施策を検討していく必要

がある。施策自体は一朝一夕に効果を得られるものではなく、施策の検討、実施、評価、改善を繰り返し

行うことで、“好意醸成”、“不安払しょく”を着実に実現していくとともに、その先として即席めんのよ

り一層の購買・摂取につながっていくことを期待している。（図表 45、図表 46） 
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図表 45 施策の実施によって目指す効果（カップめん） 

 

 

図表 46 施策の実施によって目指す効果（袋めん） 
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施策方針の策定に向けたアプローチとしては、“誰に”、“どうやって”、“何を”という観点で整理する。

具体的には、第Ⅱ章で定義したセグメント（カップめん：7セグメント、袋めん：7セグメント）につい

て、どのような施策への興味・関心が高く、またどうやって施策を展開すれば、より一層の効果が得られ

るかをまとめる。（図表 47） 

 

図表 47 施策方針の策定に向けた観点 
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2. 施策評価 

本調査では、種々の施策を消費者に提示し、当該施策に対する興味・関心について調べた。本節では、

その結果について述べる。 

 

a） 施策の概要 

本調査では、当協会が過去に行った施策だけではなく、当協会が新たに実施を検討している施策、他協

会が行ったもののうち今後の当協会の参考になりそうな施策も交えて、消費者に提示した。（図表 48） 

 

図表 48 消費者に提示した施策の分類 

 

 

 

 具体的には、図表 49 の画面イメージをもとに各施策への興味度合いについて、VAS（Visual Analogue 

Scale：視覚的評価スケール）と呼ばれる手法で、それぞれどの程度あてはまるかスライダーバーを動か

して「全く興味がない(0)」～「非常に興味がある（100）」で回答してもらった。 
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図表 49 消費者に提示した施策の画面イメージ 

 
 [当協会が過去に実施した施策] 
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[それ以外の施策] 

 

 

・・ 
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b） 施策への興味 

消費者に提示した施策について、カップめん・袋めんのそれぞれのセグメント別の各施策に対する興味

の平均は下記のようになった。（図表 50、図表 51） 

図表 50 カップめんセグメントの各施策に対する興味 

 

カップめんセグメントの施策の興味は、工場見学、ご当地レシピ、お祭り・フェスタの順である。体験

型コンテンツや地域性のあるものへの興味が高いことがうかがえる。セグメント別の特徴としては、「B

層：健康を気にしつつカップめん食べたい層」、「C層：本当はもっとカップめん食べたい層」、「D層：時々

カップめん食べたくなる層」が類似した傾向を示していた。また、「E層：カップめんこだわりなし層」、

「F層：気分次第でカップめん食べてもよい層」は施策ごとの興味の差異が大きくなかった。 
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図表 51 袋めんセグメントの各施策に対する興味 

 

袋めんセグメントの施策の興味は、工場見学、ご当地レシピ、お祭り・フェスタの順である。体験型コ

ンテンツや地域性のあるものへの興味が高いことがうかがえる。 

セグメント別の特徴としては、「B層：健康を気にしつつ袋めん食べたい層」、「C層：本当はもっと袋め

ん食べたい層」、「D層：時々袋めん食べたくなる層」が類似した傾向を示していた。また、「E 層：袋めん

こだわりなし層」、「F層：気分次第で袋めん食べてもよい層」は施策ごとの興味の差異が大きくなかった。 
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また、インスタントラーメンのイベント・コンテンツなど食にまつわるイベント・コンテンツで興味・

参加したいと思う活動に関する自由記述の結果を下記に示す。（図表 52） 

図表 52 参加したいと思う活動（自由記述） 

 
カテゴリ 回答内容 カップめんセグメント 袋めんセグメント 性別・年代 

地域イベント １つの地域に居ながらに色々なエリア限定

のインスタントラーメンを食べられるイベント

があったら嬉しい 

A 層： 

カップめん大好き層 

A 層： 

袋めん大好き層 

男性 40 代 

地域でイベント等は全く耳にしたことがあり

ませんので、イベント等が開催されるならぜ

ひ参加して見たいです 

A 層： 

カップめん大好き層 

A 層： 

袋めん大好き層 

男性 60 代 

食べ比べのイベントが身近な場所で行われ

るのなら行ってみたい 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

A 層： 

袋めん大好き層 

男性 50 代 

イベント、フェスは楽しそうですが、地方住

でも参加できる規模でのイベントが嬉しい

です 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

女性 50 代 

文化祭や学園祭など、不特定多数の人が

訪れる場所でイベントを行って欲しい。子連

れ対象・高齢者対象だと、それだけで興味

をなくす 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなるそう 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

女性 20 代 

アンテナショッ

プ 

ナショナルブランドのご当地もの（例えばサ

ッポロ一番仙台味噌やどんべえ○○味＝

渋谷駅ホームにあったような…）やうまかっ

ちゃん（とんこつ）、エースコックわんたんめ

ん（袋）などをネット通販以外でもどこでも買

えるようにしてほしい 

A 層： 

カップめん大好き層 

E 層： 

袋めんこだわりなし層 

男性 60 代 

ご当地インスタントラーメンが買えるアンテ

ナショップを作ってほしい 

C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

男性 50 代 

著名人とコラ

ボ 

道場六三郎先生や陳健一先生などによる

美味しいインスタントラーメンの食べ方を教

わりたいです 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

男性 30 代 

身体を資本とするアスリート達とともにイン

スタントラーメンについて何かイベントがあ

れば興味深い 

G 層： 

カップめんあまり 

食べない層 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

男性 40 代 

子供と参加 子供が興味もてば行きたくおもう A 層： 

カップめん大好き層 

A 層： 

袋めん大好き層 

女性 40 代 

子や孫に誘われれば行くこともあるが、自

らは好んでは行かない 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

男性 70～74

歳 

オリジナル 

ラーメン 

具材やスープなどの組み合わせを自分で

選べて、オリジナルのインスタントラーメン

を作れるイベント 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

女性 30 代 

自分仕様のオリジナルインスタントラーメン

を作るイベントがあればいいのに。 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

女性 60 代 
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カテゴリ 回答内容 カップめんセグメント 袋めんセグメント 性別・年代 

袋麺のパッケージの別注対応でもあれば

面白い。 もしくはバレンタインデー用のハ

ート形麺かもしくはチキンラーメンのハート

形チョコがけ味とかあれば面白い 

B 層： 

健康気にしつつ 

カップめん食べたい層 

C 層： 

本当はもっと 

袋めん食べたい層 

男性 40 代 

市販の麺とスープをバラバラにして、各自

で好きな組み合わせにしてラーメンが作れ

る 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

女性 30 代 

歴史・秘話紹

介 

歴史やその時代の限定商品を知れるウェ

ブサイト 

C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

男性 15～19

歳 

各社各製品の開発ヒストリー C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

C 層： 

本当はもっと 

袋めん食べたい層 

男性 60 代 

インスタントラーメンの歴史や背景を学べる

活動 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

E 層： 

袋めんこだわりなし層 

男性 20 代 

健康×即席め

ん 

身体に優しいことをアピールしてもらえたら

嬉しいです。 

C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

C 層： 

本当はもっと 

袋めん食べたい層 

女性 30 代 

インスタントラーメンのカロリーや栄養につ

いてのセミナーがあれば参加してみたい 

C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

男性 60 代 

栄養的にみたインスタントラーメンについて

の講習会には参加したいと思う 

C 層： 

本当はもっと 

カップめん食べたい層 

C 層： 

本当はもっと 

袋めん食べたい層 

女性 60 代 

インスタント食品の良い面・悪い面を、正直

に伝えるイベントがあったら参加したい 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

女性 20 代 

もっと栄養バランスがとれたインスタントラ

ーメンの食べ方を教えてほしい 

E 層： 

カップめんこだわり 

なし層 

E 層： 

袋めんこだわりなし層 

女性 70～74

歳 

健康向上の勉強会があれぼ参加しても良

い 

E 層： 

カップめんこだわり 

なし層 

E 層： 

袋めんこだわりなし層 

男性 20 代 

健康に影響が出ないよう気を付けながらイ

ンスタントラーメンを食べるためのセミナー 

G 層： 

カップめんあまり 

食べない層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

男性 40 代 

ダイエットや健康にちなんだものでしたら、

興味があります 

G 層： 

カップめんあまり 

食べない層 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

女性 30 代 

レシピをいろいろ知ってみたい ダイエット

情報に興味がある 

G 層： 

カップめんあまり 

食べない層 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

女性 30 代 

災害時の 

活用方法 

災害時に便利な活用術 D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

B 層： 

健康気にしつつ 

袋めん食べたい層 

女性 60 代 
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カテゴリ 回答内容 カップめんセグメント 袋めんセグメント 性別・年代 

災害時のインスタント麺の活用方法を紹介

するサイト 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

G 層： 

袋めんあまり 

食べない層 

女性 40 代 

災害などで水のみしか使えない場合などを

想定したインスタント食品があれば聞いて

みたい 

E 層： 

カップめんこだわり 

なし層 

E 層： 

袋めんこだわりなし層 

男性 20 代 

その他 テレビで毎週インスタントラーメンの料理紹

介 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

男性 60 代 

インスタントラ－メンのクイズ等のイベント

があれば 参加したい 

D 層： 

時々カップめん 

食べたくなる層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

男性 70～74

歳 

インスタントラーメンを生めんに近い食感に

調理する方法の講習会。 例えば、ゆでた

インスタントラーメンをいったん氷水で絞め

るなど 

E 層： 

カップめんこだわり 

なし層 

D 層： 

時々袋めん 

食べたくなる層 

女性 60 代 

 

本調査で提示した施策以外にも、消費者から様々な活動案が寄せられた。特に、カップめん・袋めんの

それぞれで C 層、D層、E層、G層（いずれも不安度が高いセグメント）に属している消費者から、「健康

に関する情報提供」を望む声が多くあった。 
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3. 施策方針 

 
 カップめん・袋めんの特徴および施策への興味を元に、セグメントを整理したうえで、ターゲットとな

る消費者層を整理し、ターゲット別の施策方針について取りまとめる。 

 

a） ターゲットの整理 

カップめんセグメントの特徴および施策への興味を見ると、A層(カップめん大好き層)はカップめんに

対しての不安はなく、安全・安心が浸透している層であるが、各施策への興味度合いは他のセグメントと

比較すると中程度とあまり高くない。ただし A層の自由記述のコメントを見ると、普段手に入らないご当

地もののカップめんや地域限定のカップめんを食べたいというニーズがある可能性が高いことが伺える。 

B 層、C層、D層は日常的にカップめんをよく食べているが、塩分、添加物やカロリーといったワード

に対する漠然とした不安度が高く、購入や摂取を自身で、あるいは家族から制約を受けていることが伺え

る。しかしながら、本来、カップめんに対する興味や関心は高く、体験型コンテンツ（工場見学、お祭り・

フェスタ）・地域性のあるイベント（ご当地レシピ）に興味を示している点が共通している。 

E 層、F層はカップめんに対してこだわりがなく、さらに即席めんの施策別にみても興味度が中～低と

低く、カップめんに対する興味そのものが薄い。 

G 層については、好意度が低く、不安度も高くなっており、施策への興味度も他セグメントと比較して

低い。 

結論として、カップめんの施策ターゲット層は、大別すると「A層」、「B層・C層・D層」、「E 層・F層」、

「G層」の 4 タイプに集約される。（図表 53） 
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図表 53 カップめんセグメントのターゲット整理 

 

袋めんセグメントについても、カップめんセグメントと同様の傾向を示しており、袋めんの施策ターゲ

ット層は、「A層」、「B 層・C層・D層」、「E層・F層」、「G層」の 4タイプに集約される。（図表 54） 

図表 54 袋めんセグメントのターゲット整理 
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b） 施策方針 

カップめんの施策方針を図表 55 に示す。第Ⅱ章、第Ⅲ章を踏まえて、“誰に”、“どうやって”、“何を”

という観点でセグメント毎に整理している。 

工場見学、ご当地レシピ、お祭り・フェスタ、展示会といった施策はセグメントを問わず興味を示し

ており、カップめんの施策を行う上で、常に新しい話題や情報の提供が望まれていることから、色々な場

面や場所で、新しい情報提供を行うことが好ましい。 

アンテナショップや地域イベントは消費者からの自由記述であがったものだが、特に「カップめん大

好き層」、「健康を気にしつつ食べたい層」、「本当はもっと食べたい層」、「時々食べたくなる層」といった

カップめんへの好意度が高い層と親和性が高いと思われる。 

健康・ダイエット情報の提供は、カップめん大好き層を除く全ての層が欲している情報であり、健康・

ダイエット情報や安全情報の提供は必要かつ効果的な施策と考えられる。 

「健康を気にしつつ食べたい層」、「本当はもっと食べたい層」、「時々食べたくなる層」からの自由記

述ではオリジナルラーメン、歴史・秘話紹介、災害時の活用方法といった内容が提案されており、当該層

への施策では効果的な施策になりえると考えられる。 

袋めんの施策方針を図表 56 に示す。カップめんと同様に第Ⅱ章、第Ⅲ章を踏まえて、“誰に”、“どう

やって”、“何を”という観点でセグメント毎に整理している。 

 袋めんについて、施策方針としてはカップめんと同様であるが、袋めんはカップめんと比べて調理の

アレンジに向いているという特徴を持っているところが異なる。 

特に袋めんの「健康を気にしつつ食べたい層」、「本当はもっと食べたい層」、「時々食べたくなる層」

の自由記述であがった、「著名人とのコラボ」や「レシピ紹介」は、袋めんならではの施策として有効で

あると考えられる。 
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図表 55 カップめんセグメントの施策方針 
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図表 56 袋めんセグメントの施策方針  
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